
 

「東北圏広域地方計画」推進に関する情報紙 

『東北圏だより』            
 

 新室長就任にあたって    東北圏広域地方計画推進室長  安田 吾郎 

（東北地方整備局 副局長）   

6 月 21 日より東北圏広域地方計画推進室長を務めております安田吾郎です。どう

ぞ宜しくお願い致します。 

今年 3 月にできた東北圏広域地方計画は、今後 10 年間の東北圏の地域づくりの指

針となるものです。この計画が実りをもたらすためには、各地域での今後の実践的な活

動が欠かせません。例えば、計画のバックボーンをなす「コンパクト＆ネットワーク」

の考え方については、ネットワーク整備の面では高規格道路ネットワーク等の整備により着実に進んでいく

一方、コンパクト化については、各地域での具体的な努力無しに、自然と進むものではありません。居住、

産業、医療、教育、文化等の機能毎に集約化を図ることは、人によって利害も異なるため、その実施には苦

労も伴います。この苦労を乗り越え、将来の暮らしやすい地域をつくることが我々の重要な責務です。東北

圏広域地方計画推進室では、各地域での取組ができるだけ前に進むよう、お手伝いをしていければと考えて

います。 

東北圏は、山間地が多く、人口密度が全国平均の約 4 割に当たる 142 人/km2 と少ない中で、人口減少

も最も早く進んでいる地域です。しかし、例えば、北欧のノルウェーは、起伏に富んだ地形の国で人口密度

も 16 人/km2（日本の約 20 分の 1）と少ないですが、1 人当たり GDP は、EU 最高の 74,822 ドル

（日本の約 2.3 倍）です。ノルウェーの発展要因としては北海油田開発に加えて、都市計画に基づくコンパ

クトな持続可能都市を形成したことが挙げられます。首都オスロ南方の地方集落の地図を付けました。集落

はまとまり、それ以外はほとんどが森林です。 

東北圏においても、優れた環境を活かした暮らしやすい圏域は我々の努力により形成可能です。皆さんと

ともに、そのような努力を行って参りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典サイト：https://www.visitnorway.com/maps/） 
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▲首都オスロ南方の地方集落の地図 



 

 岩手県三陸地域の復興のその先を見据えて     岩手県 

岩手県では、三陸地域の「復興のその先」を見据えた総合的

な地域振興を図るため、平成 27 年度、政策地域部内に「三

陸総合振興準備室」を設置し、推進体制の整備について検討

を進めてきました。 

 

その一環として、本年度、公益財団法人さんりく基金内に

専担部署を設置、観光庁・日本版ＤＭＯ（※）候補法人の登

録を受け、今年の４月下旬に「三陸ＤＭＯセンター」としてス

タートするとともに、７月には「観光プロデューサー」が新た

に就任しました。 

 

観光プロデューサーは、三陸地域における観光関連調査・分析に基づく地域戦略の立案、さらには

営業・プロモーション活動の企画・実施等の役割を担う、いわば三陸ＤＭＯセンターの「けん引役」

とも言える存在です。 

３月から５月にかけて行った全国公募の結果、岩手県での着地型観光商品の造成に取り組むなど

三陸沿岸地域の観光事情に精通し、首都圏での営業活動を通じて幅広いネットワークも持っている

ことがポイントとなり、盛岡市出身の北田耕嗣さんが採用されました。 

 

北田さんは、「長年観光業に携わった経験を生かし、三陸の

ために邁進していく」と抱負を語っています。 

平成 31 年に予定されているＪＲ山田線の全線復旧やラグ

ビーワールドカップ 2019 開催など、三陸地域が国内外か

ら注目される機会を的確にとらえ、交流人口の拡大に向けた

地域連携による取組を強化していくことが今後重要になっ

てきます。 

 北田観光プロデューサーには、三陸の観光資源に関する知

識を活かし、観光マーケティングによる地域戦略の策定や観

光商品開発、プロモーション活動等に、中心的な役割を担って

いただけるものと期待しています。 

 今後、岩手県として、北田さん、そしてＤＭＯセンターを中心に復興後の三陸地域の更なる発展に

向け、取り組んでいきます。 

 

※ＤＭＯ（Destination Management / Marketing Organization）：観光地域づくり推進法人 

 

 

 

 

 

▲三陸海岸を代表する景勝地 

宮古市浄土ヶ浜 

▲(仮称)釜石鵜住居復興スタジアム 

完成イメージ図 

 



【          】 
平成 2７年度 手づくり郷土賞一般部門受賞 

秋田県仙北市 ＮＰＯ法人「癒しの渓流・里・まちネット」の取組 

▲イベント参加者を楽しませる 

渡河施設 
▲小学生に砂防堰堤についての 

総合学習の実施 

 

 

 

 【手づくり郷土賞】個性的で魅力ある地域づくりを全国へ     東北地方整備局 

全国各地において、地域の魅力や個性を創出している、良質な社会資本及びそれと関わりを持つ優れた地域活動を、

好事例として広く紹介することで、個性的で魅力ある郷土づくりに向けた取組が進むことを目指し、｢手づくり郷土賞｣

として表彰しています。｢手づくり郷土賞｣は昭和６１年度に創設され、今年度で３１回目の開催となる国土交通大臣表

彰です。 

「手づくり郷土賞」の募集は、一般部門と大賞部門の２つの部門で募集をしております。一般部門では、地域の魅力

や個性を創出している、社会資本及びそれと関わりのある地域活動が一体となった成果を対象としており、大賞部門で

は、これまでに「手づくり郷土賞」を受賞した、社会資本又は社会資本と関わりのある地域活動が一体となった成果を

対象としております。 

今年度は、６月２７日～９月２日の間で募集しておりますので、身近に応募できる取り組み等がございましたら、ぜ

ひ応募をお待ちしています。東北の魅力ある地域づくりを全国に発信しましょう！ 

以下は、今年度の募集内容と昨年度、東北地方整備局管内から受賞した、秋田県仙北市『癒しの渓流づくり ～生保

内川の自然と防災～』（ＮＰＯ法人「癒しの渓流・里・まちネット」）及び、山形県長井市『最上川フットパス ～かわか

らまちへ、まちからかわへ～』（長井市かわまちづくり推進協議会）の取組内容です。 

【手づくり郷土賞ホームページ】

http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/K00360/tezukurifurusato/index.html 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと 

 

▲四季折々の花が咲き誇る 

最上川フットパス沿い 

【          】 

 

平成 2７年度 手づくり郷土賞一般部門受賞 

山形県長井市 長井市かわまちづくり推進協議会の取組 

▲世代間を超えて自然とふれあい 
ながら交流を深める参加者 

国土交通省の手づくり郷土賞ホームページにて、 
過去の受賞事例等をご覧いただけます。 

（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/） 

ふるさと 

http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/K00360/tezukurifurusato/index.html
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/


 ｢東北圏広域地方計画シンポジウム｣を開催します ～８月１８日（木）東北大学川内萩ホール～  

東北圏広域地方計画推進室 

「東北圏広域地方計画」は、今後概ね１０年間の国土づくりの総合的、かつ基本的な方向性を示すものとして、

本年３月２９日に国土交通大臣決定され、着実な推進を図ることが求められております。 

東北圏広域地方計画協議会では、新しい計画の将来像である震災復興を契機とした防災先進圏域の実現と、人口

減少下においても自立的に発展する圏域の実現に向け、広く一般の方にこの計画を知っていただくとともに、関係

団体が一致協力して、計画を強力に推進する一助としてシンポジウムを開催することといたしました。 

シンポジウムでは、東北大学里見総長から基調講演をいただくほか、経済団体、行政、企業、農業、観光等の各

分野で活躍されている皆さんによるパネルディスカッションを行い、東北圏の自立的発展のために何をする必要

があるのかを考えます。 

多くの皆様のご参加をお願いいたします。 

 

【シンポジウム開催概要】 

◆日 時：平成２８年８月１８日（木）１４時００分～１７時３０分 （開場１３時３０分） 

◆場 所：東北大学百周年記念会館 川内萩ホール （仙台市青葉区川内４０） 

◆主 催：東北圏広域地方計画協議会 

◆プログラム 

  ◇挨  拶   東北圏広域地方計画協議会会長 海輪 誠 （一般社団法人 東北経済連合会 会長） 

  ◇東北圏広域地方計画の説明 

          東北圏広域地方計画推進室 

  ◇基調講演   テーマ：「ワールドクラスへの飛躍」と「復興・新生の先導」を目指して 

里見 進 氏 東北大学総長 

     ◇パネルディスカッション 

テーマ：「東北圏の自立的発展の実現に向けて」 

コーディネーター：大滝 精一 氏  東北大学大学院 経済学研究科 教授 

パ ネ リ ス ト  ：大江  修 氏  一般社団法人 東北経済連合会 専務理事 

門脇 光浩 氏  秋田県仙北市長 

谷本  均 氏  花王株式会社 酒田工場長 

針生 信夫 氏  農業生産法人 株式会社舞台ファーム 代表取締役 

横田 純子 氏  特定非営利活動法人 素材広場 理事長 

 

詳細は下記ホームページをご覧ください。 

→http://www.thr.mlit.go.jp/kokudo/sympo/sympojiumu02.html 

※ホームページから参加申込みが出来ます。 

 

  編集後記  

この夏も非常に暑い夏となっています。そうした中で、東北各地では夏祭りが盛大に開催され、大きな賑わい

を見せています。また、リオ五輪が開幕し、日本選手団の活躍が連日報道されています。“あつい”夏は、しばら

く続きそうですが、体調管理には十分お気をつけください。五輪観戦による睡眠不足にはご注意を！ 

 

 

『東北圏だより』に掲載する広域地方計画に関連する情報をお寄せ下さい。また、『東北圏だより』

へのご質問、ご意見、ご要望等についても結構です。お気軽に次のアドレスまでメールでお寄せ下さ

い。メールアドレス：kou-suishin2@thr.mlit.go.jp 

http://www.thr.mlit.go.jp/kokudo/sympo/sympojiumu02.html

